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は
じ
め
に

　

中
世
村
落
に
限
ら
ず
、
研
究
を
す
る
う
え
で
、
史
料
が
必
要
な
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。
本
稿
で
対
象
と
す
る
中
世
村
落
に
関
し
て
言
え
ば
、

景
観
や
遺
跡
な
ど
も
そ
の
素
材
と
な
ろ
う
が
、
文
献
史
料
を
対
象
に
す
る

な
ら
ば
、
検
注
帳
や
荘
園
絵
図
な
ど
の
残
る
荘
園
領
主
文
書
、
さ
ら
に
は

村
自
体
に
文
書
が
伝
え
ら
れ
た
惣
村
文
書
（
村
文
書
）
な
ど
が
中
心
と
な

ろ
う
。
従
来
、
こ
れ
ら
の
絵
図
や
帳
簿
、
村
文
書
が
残
さ
れ
る
フ
ィ
ー
ル

ド
が
、
中
世
村
落
の
研
究
対
象
と
し
て
設
定
さ
れ
、
多
く
の
事
柄
が
明
ら

熊
野
の
中
世
村
落

坂
本
亮
太

か
に
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
全
国
的
に
は
史
料
を
豊
富
に
伝
え

た
地
域
ば
か
り
で
は
な
い
。
そ
う
い
っ
た
地
域
に
も
中
世
村
落
は
間
違
い

な
く
あ
り
、
ま
た
中
世
後
期
の
村
落
も
惣
村
ば
か
り
で
は
な
い
。
地
形
や

地
域
環
境
な
ど
に
よ
り
様
々
な
様
相
を
見
せ
る
多
様
な
村
落
の
姿
を
明
ら

か
に
し
つ
つ
、
従
来
の
中
世
村
落
像
を
捉
え
返
す
こ
と
も
ま
だ
ま
だ
必
要

な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（
１
）。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
研
究
上
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ

と
の
な
か
っ
た
熊
野
（
現
在
の
和
歌
山
県
・
三
重
県
・
奈
良
県
域
に
及
ぶ

紀
伊
半
島
の
南
端
地
域
）
の
中
世
村
落
の
様
相
を
素
描
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
中
世
の
熊
野
に
つ
い
て
は
、
霊
場
や
宗
教
勢
力
と
し
て
の
熊
野
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三
山
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
こ
れ
ま
で
も
宗
教
史
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
て

き
た
。
そ
れ
自
体
、
地
域
の
個
性
を
示
し
て
は
い
る
が
、
地
域
に
暮
ら
す

人
々
、
そ
の
基
盤
と
な
っ
た
村
の
様
相
に
つ
い
て
は
未
だ
研
究
対
象
と

な
っ
て
い
な
い
う
ら
み
が
あ
る
。
永
島
福
太
郎
氏
は
「
従
来
、
熊
野
信
仰

や
熊
野
詣
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
反
面
、
在
地
情
勢
な
ど
の
究
明
は

放
棄
さ
れ
た
に
ひ
と
し
い
」
と
も
述
べ（
２
）、
五
〇
年
近
く
経
っ
た
現
在
に
お

い
て
も
、
研
究
状
況
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
変
わ
っ
て
い
な
い（
３
）。

特
に
熊

野
参
詣
が
盛
ん
で
あ
っ
た
中
世
と
い
う
時
代
に
、
熊
野
三
山
の
周
辺
部
の

地
域
は
、ど
の
よ
う
な
歴
史
や
文
化
を
育
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
か
。近
年
、

「
熊
野
水
軍
」
と
も
呼
ば
れ
る
在
地
領
主
層
に
関
す
る
研
究
は
進
ん
だ
も

の
の
、
荘
園
や
村
落
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
手
つ
か
ず
で
あ
る
。
熊
野
三
山

や
在
地
領
主
層
の
下
に
隠
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
熊
野
に
も
中
世
村
落
が

存
在
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

た
だ
こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
も
残
存
す
る
文
書
群
に
大
き
く
規
定
さ
れ

て
い
る
と
い
え
る（
４
）。

熊
野
地
域
の
中
世
文
書
は
、
多
く
が
熊
野
三
山
と
そ

の
社
家
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
熊
野
三
山
の
中
世
文
書

は
、
寺
社
組
織
や
経
営
に
関
わ
る
も
の
は
極
め
て
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が

御
師
の
活
動
に
関
す
る
も
の
で
、（
旦
那
）
売
券
や
願
文
、
借
銭
状
な
ど

が
主
体
で
あ
り
、
内
容
的
な
偏
り
が
著
し
い（
５
）。
熊
野
三
山
周
辺
（
東
牟
婁

地
域
）に
お
い
て
は
、熊
野
川
流
域
の
在
地
領
主
層
に
関
わ
る
文
書
群（
多

く
が
売
券
）が
一
定
数
残
さ
れ
て
い
る
が
ほ
と
ん
ど
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。

一
方
、
紀
伊
半
島
南
西
部
（
西
牟
婁
地
域
）
に
目
を
転
じ
る
と
、
在
地
領

主
の
小
山
氏
に
か
か
る
小
山
家
文
書
を
除
く
と
、
ほ
と
ん
ど
中
世
文
書
は

残
っ
て
な
い
。以
上
の
よ
う
な
状
況
下
、史
料
的
な
限
界
を
乗
り
越
え
て
、

中
世
の
村
落
を
如
何
に
描
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
中
世
に
お
け
る
熊
野

を
事
例
に
実
践
し
て
み
た
い（
６
）。

一　

熊
野
の
中
世
村
落
の
様
相

（
１
）
熊
野
の
地
理
的
位
置

　

ま
ず
は
、
熊
野
の
地
理
的
な
環
境
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。
熊

野
の
範
囲
を
ど
こ
ま
で
と
見
な
す
か
と
い
う
こ
と
も
問
題
で
は
あ
る
が
、

紀
伊
半
島
の
南
部
に
あ
た
る
、近
代
和
歌
山
県
の
西
牟
婁
郡
・
東
牟
婁
郡
、

三
重
県
の
北
牟
婁
郡
・
南
牟
婁
郡
、
奈
良
県
の
吉
野
郡
の
う
ち
十
津
川
な

ど
を
そ
の
範
囲
と
す
る
。
い
わ
ば
紀
伊
山
地
に
あ
た
り
、
平
野
部
は
少
な

く
、
広
大
な
山
村
地
帯
と
い
え
る（
７
）。

　

紀
伊
山
地
は
、
西
南
日
本
外
帯
、
す
な
わ
ち
中
央
構
造
線
の
南
側
に
位

置
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
が
ア
ム
ー
ル
（
ユ
ー
ラ
シ
ア
）
プ
レ
ー

ト
の
下
に
沈
み
こ
む
力
を
受
け
て
隆
起
し
て
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
紀
伊

半
島
・
紀
伊
山
地
は
、
地
形
的
に
は
東
西
非
対
称
と
な
っ
て
い
る
点
が
大
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き
な
特
徴
で
あ
り
、
東
側
に
熊
野
三
山
の
い
ず
れ
も
が
位
置
す
る
。
東
側

に
は
大
峰
山
脈
と
台
高
山
地
が
あ
り
、
長
い
河
川
は
発
達
せ
ず
、
河
口
平

野
も
概
し
て
小
さ
い
。
熊
野
川
が
最
大
の
河
川
で
、
新
宮
に
沖
積
平
野
が

形
成
さ
れ
る
も
流
長
の
長
さ
と
水
量
の
豊
か
さ
、
山
の
険
し
さ
に
比
し
て

平
野
の
規
模
は
小
さ
い
。
一
方
、
紀
伊
半
島
の
西
側
は
日
置
川
・
富
田
川

な
ど
比
較
的
距
離
が
長
く
、
河
口
に
小
規
模
の
平
野
を
形
成
し
て
い
る
。

川
は
屈
曲
・
蛇
行
し
、
環
流
丘
陵
な
ど
の
景
観
を
見
せ
る
。

　

紀
伊
山
地
の
標
高
は
一
〇
〇
〇
ｍ
前
後
と
比
較
的
低
い
山
々
が
重
な
り

合
い
、
最
高
所
で
も
約
二
〇
〇
〇
ｍ
級
で
あ
り
、
集
落
の
位
置
も
概
ね

一
〇
〇
〇
ｍ
以
下
に
位
置
す
る
。
温
暖
多
雨
な
気
候
で
、
多
く
の
河
川
が

山
塊
を
深
く
浸
食
し
、
急
峻
な
斜
面
と
と
も
に
複
雑
な
凹
凸
の
あ
る
谷
状

の
地
形
を
形
作
る
。
平
野
部
は
河
口
部
の
沖
積
平
野
以
外
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
わ
ず
か
な
河
床
盆
地
や
河
岸
段
丘
、
山
の
斜
面
な
ど
が
熊
野
の
人
々

の
生
活
の
舞
台
と
な
っ
て
い
た
。

　

生
業
と
し
て
は
、
平
野
部
が
狭
小
で
、
急
峻
な
山
が
海
岸
部
ま
で
迫
っ

て
い
る
た
め
、
水
田
耕
作
等
に
は
適
さ
な
い
地
域
で
あ
る（
８
）。

こ
の
よ
う
な

地
形
環
境
で
あ
る
た
め
、
奥
ま
っ
た
谷
筋
の
開
発
は
抑
止
さ
れ
、
生
産
活

動
の
及
ば
な
い
天
然
林
が
残
る
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
と
い
う
。
近
世

に
は
材
木
生
産
と
筏
流
し
、
備
長
炭
、
養
蜂
、
シ
イ
タ
ケ
栽
培
、
河
川
漁

撈
、
和
紙
生
産
な
ど
の
生
業
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
世
の
土
地
売
券
な
ど
を
み
る
と
田
や
畠
な
ど

も
見
ら
れ
、
限
ら
れ
た
耕
地
で
稲
作
・
畠
作
も
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

（
２
）
熊
野
川
流
域
の
中
世
村
落

　

で
は
、具
体
的
に
熊
野
の
中
世
村
落
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。

ま
ず
は
熊
野
川
流
域
の
村
落
の
様
相
を
見
て
み
よ
う
。
熊
野
川
流
域
の
地

域
社
会
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
本
宮
・
新
宮
と
の
関
係
も
深
く
、
熊
野

川
は
本
宮
と
新
宮
を
結
ぶ
河
川
交
通
の
大
動
脈
で
あ
っ
た
。
熊
野
本
宮
へ

納
め
ら
れ
る
年
貢
類
、
そ
し
て
熊
野
の
山
林
資
源
等
を
新
宮
の
港
湾
よ
り

搬
出
す
る
た
め
に
、
物
資
の
往
来
も
多
か
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
た
、
中
世
の

熊
野
参
詣
記
や
一
遍
聖
絵
な
ど
に
も
あ
ら
わ
さ
れ
る
よ
う
に
、
熊
野
へ
の

参
詣
者
は
本
宮
へ
参
詣
し
た
あ
と
、
新
宮
へ
と
川
船
を
使
っ
て
移
動
し
、

帰
り
も
川
船
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
室
町
期
の
熊
野
参
詣
の
隆
盛

と
あ
い
ま
っ
て
人
の
往
来
も
多
か
っ
た
。
熊
野
の
中
世
村
落
の
様
相
を
知

る
う
え
で
次
の
史
料
が
ま
ず
は
注
目
さ
れ
よ
う
。

【
史
料
一
】
熊
野
山
衆
徒
五
箇
村
民
契
約
状（
９
）

定
置　

衆
徒
与
五
ケ
村
契
約
事

右
契
約
之
趣
者
、
於
三
山
煩
出
来
者
、
成
水
魚
之
思
、
可
致
合
力
之
沙
汰
、

是
併
為
神
忠
也
、
爰
動
者
寄
事
於
左
右
、
凶
徒
本
新
両
山
仁
令
成
阿
党
之
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条
、
偏
神
敵
之
上
者
、
衆
徒
・
村
人
等
者
令
成
一
味
同
心
之
思
、
可
捨
身

命
者
也
、若
惣
村
仁
大
事
出
来
時
、同
不
可
見
放
者（
也
脱
カ
）若契

約
之
旨
偽
申
者
、

熊
野
十
二
所
権
現
、
大
峰
八
大
金
剛
童
子
、
殊
者
村
々
大
明
神
ノ
御
罰
ヲ

各
々
身
中
ニ
可
蒙
、
仍
契
約
起
請
文
状
如
件
、

　
　
　

文
和
三
年
卯
月
廿
日

　

具
体
的
な
地
域
は
不
明
な
が
ら
、
文
和
三
年
（
一
三
五
四
）
に
熊
野
三

山
と
「
五
ケ
村
」
と
で
非
常
時
の
合
力
契
約
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
凶
徒

が
本
宮
・
新
宮
に
対
し
て
害
を
及
ぼ
す
こ
と
は
神
敵
と
み
な
さ
れ
、
衆
徒

と
村
人
と
が
一
味
同
心
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
こ
と
、
一
方
で
村
で
非
常
事

態
が
起
き
た
と
き
に
は
三
山
も
見
放
さ
な
い
と
い
う
契
約
で
あ
る
。
ま
た

永
和
二
年
（
一
三
七
六
）、
参
詣
道
沿
い
の
各
所
で
関
所
が
再
興
さ
れ
、

参
詣
者
を
煩
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
た
た
め
、
熊
野
三
山
と
「
五

箇
村
民
」
は
関
所
の
排
除
に
乗
り
出
し
た
こ
と
も
あ
っ
た（

（1
（

。
南
北
朝
期

（
一
四
世
紀
）
に
は
、
熊
野
三
山
は
利
害
の
一
致
す
る
熊
野
の
村
々
と
地

域
の
防
衛
に
あ
た
っ
て
相
互
協
力
の
契
約
を
し
て
い
た
。
い
わ
ば
熊
野
三

山
は
、
自
律
的
な
「
自
力
の
村
」
を
無
視
し
え
ず
、
そ
の
力
に
依
存
す
る

こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
次
の
史
料
も
、
同
時
期
の
村
落
を

考
え
る
う
え
で
注
目
す
べ
き
史
料
で
あ
る
。

【
史
料
二
】
御
本
三
村
証
状
案（

（1
（

（
端
裏
書
）「
御
本
・
皆（
河
合
）合

村
人
状
あ
て
」

そ
れ
か
し
〳
〵
お
は
な
さ
ゑ
も
ん

お
ろ
し　
　
　

う（

売

渡

）

り
わ
た
す
、
ほ（

本

宮

）

ん
く
う
く
つ
り
み
ち
の

ひ（

備

後

公

）

ん
こ
の
き
み
の
あ（

庵

室

）

ん
し
ち
し（
敷
地
）

き
ち
ミ（

名

帳

）

や
う
ち
や
う
の
事
く
ハ
し
む
ね
ハ
、
う
り
、

ぬ
し
の
し
や
う
に
ミ
ゆ

、

御
も（
本
）と
ミ（
三
）つ
の
む（
村
）ら
、
三
の
む
ら
か（
河
合
）

わ
ひ
せ（

証

人

）

う
に
ん
に
た
つ
う
へ
ハ
、

こ（
後
日
）

に
ち
の
わ（

煩

）

つ
ら
ひ
あ
る
へ
か
ら
す
、
も
し
う（

売

主

）

り
ぬ
し
に
て
も
、
又
い
か

な
る
か
た
よ
り
い（
違
乱
）

ら
ん
わ
つ
ら
ひ
申
と
い
ふ
と
も
、
り（

両

村

）

や
う
む
ら
一
と（
同
）う

の
さ（
沙
汰
）た

と
し
て
あ（

明

）

き
ら
め
申
へ
き
な
り
、
さ
ら
に
か（

買

主

）

い
ぬ
し
の
わ
つ
ら
ひ

に
な
す
へ
か
ら
す
、
か
つ
う
ハ
こ（

権

現

）

ん
け
ん
も
御
は（
罸
）ち

候
へ
、
こ
の

れ（

連

判

衆

）

ん
は
ん
の
す
の
し（

子

々

孫

々

）

ゝ
そ
ん
〳
〵
に
い（
至
）た
る
と
い
ふ
と
も
、
こ
の
む
ね
を

そ（
存
）ん

し
て
あ
き
ら
め
さ
た
を
い（
致
）た

す
へ
き
も
の
な
り
、
よ（

仍

）

ん
て
こ（
後
日
）

に
ち
の

た
め
に
、
し（

状

）

や
う
如
件
、

　
　

文
和
四
年
二
月
廿
日　
　
　

た（

但

）

ゝ
し
し（

次

第

不

同

）

た
ふ
と
う

の（
能
城
）き
の
分　
　
　
　
　

わ（
和
気
）け
の
分　
　
　

ひ（
日
足
）

た
り
の
分

　

し
け
は
る
判　
　
　
　

た
ゝ
す
ゑ
判　
　

さ
た
と
し
判

　

ゆ
き
さ
ね
判　
　
　
　

ミ
つ
き
よ
判　
　

か
け
と
し
判

　

し
け
さ
ね
判　
　
　
　

い
へ
つ
く
判　
　

す
け
は
る
判

　

し
け
な
り
判　
　
　
　

と
し
ミ
つ
判　
　

ゆ
き
の
ふ
判

　

し
け
す
ミ
判　
　
　
　

そ
う
し
ん
判　
　

と
き
む
ら
判

　

文
和
四
年
（
一
三
五
五
）、
お
は
な
左
衛
門
が
本
宮
く
つ
り
道
の
備
後

公
の
庵
室
敷
地
名
帳
（
名
簿
）
の
売
買
を
行
っ
た
事
に
対
し
て
、
御
本
三

村
の
能
城
（
新
宮
市
）・
和
気
（
三
重
県
熊
野
市
）・
日
足
（
新
宮
市
）
の
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人
々
が
連
署
し
て
保
障
し
た
証
状
の
案
文
で
あ
る
。
端
裏
書
に
も
あ
る
よ

う
に
、
本
史
料
は
証
人
に
立
っ
た
御
本
三
村
が
川
合
（
皆
合
）
三
村
に
宛

て
て
出
し
た
も
の
と
見
ら
れ
【
図
１
】、
恐
ら
く
は
各
村
が
相
互
に
文
書

を
取
り
交
わ
し
、売
買
の
保
障
を
確
認
し
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。差
出
に
は
、

能
城
・
和
気
・
日
足
と
い
っ
た
熊
野
川
流
域
の
村
々
の
名
前
が
み
え
、
そ

の
地
域
の
人
々
が
連
署
し
て
い
る
。
名
前
は
「
し
け
は
る
」「
た
ゝ
す
え
」

「
さ
だ
と
し
」
な
ど
、
村
落
の
上
層
に
位
置
す
る
よ
う
な
存
在
か
と
思
わ

れ
る
。「
り
や
う
む
ら
一
と
う
の
さ
た
（
両
村
一
同
の
沙
汰
）」
と
も
あ
る

よ
う
に
、
御
本
三
村
と
川
合
三
村
そ
れ
ぞ
れ
で
一
つ
の
「
村
」
と
い
う
認

識
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
点
も
興
味
深
い
。
川
合
三
村
は
、
恐
ら
く
小

船
（
三
重
県
熊
野
市
）・
宮
井
（
新
宮
市
）・
相
須
（
三
重
県
熊
野
市
）
の

三
か
村
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
後
半
部
分
の
文
言
に
も
あ
る
よ
う
、
売

買
に
つ
い
て
違
乱
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、「
両
村
」（
御
本
三
村
・
川
合
三

村
）
が
保
証
人
と
し
て
た
ち
つ
つ
、
そ
の
事
実
究
明
を
す
る
こ
と
な
ど
、

売
買
を
保
障
す
る
存
在
で
も
あ
っ
た
。

　

文
和
四
年
「
能
城
」「
和
気
」「
日
足
」
の
御
本
三
村
と
河
合
三
村
（
小

船
・
宮
井
・
相
須
）
と
が
証
状
を
取
り
交
わ
し
て
お
り
、「
村
」
が
南
北

朝
期
に
登
場
し
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
村
は
近
世
の
村
と

な
っ
て
い
く
。
ま
た
、
村
々
が
相
互
に
売
買
の
保
証
を
し
あ
っ
て
い
る
な

ど
、
そ
の
自
律
的
な
活
動
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
南
北
朝
期
に
は
既
に

図１　熊野本宮大社・熊野速玉大社と熊野川流域の村々
（ベースマップは国土地理院電子地図）
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現
在
の
小
字
に
相
当
す
る
村
（
＝
近
世
村
）
も
登
場
し
て
い
た
。
た
だ
し
、

村
が
登
場
す
る
と
は
い
え
、
署
判
し
て
い
る
人
々
を
見
る
と
、
村
は
名
主

層
な
ど
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

（
３
）
売
券
か
ら
み
る
熊
野
川
流
域
の
村
落

　

紀
州
の
中
世
村
落
と
い
え
ば
紀
の
川
流
域
の
惣
村
が
著
名
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
先
に
み
た
よ
う
に
熊
野
の
山
間
部
に
お
い
て
も
一
四
世
紀

に
は
近
世
に
つ
な
が
る
村
が
登
場
し
、
自
律
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
一
六
世
紀
に
な
る
と
、
熊
野
川
流
域
の
村
々
も
「
惣
」
を
称

し
て
い
た
。
確
認
で
き
る
だ
け
で
も
、「
見
越
惣（

（1
（

」、「
上
之
番
惣
中
」「
耳

打
惣
」「
坂
本
原
惣
中（

（1
（

」・「（
相
野
庄
）
惣
中（

（1
（

」、「
ひ
は
（
檜
葉
）
分
惣

中（
（1
（

」
が
あ
り
、
な
か
に
は
「
惣
」
の
署
判
や
「
惣
庵
」（
村
堂
）
も
見
ら

れ
る（

（1
（

。
熊
野
に
も
惣
村
が
確
か
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
こ
の
よ
う
な
社
会
集
団
と
し
て
の
側
面
の
ほ
か
、
熊
野
地
域
に
比

較
的
多
く
残
る
売
券
類
か
ら
中
世
村
落
の
景
観
や
生
業
を
探
っ
て
み
よ

う
。
耕
地
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
も
の
を
み
る
と
、
米
の
ほ
か
、
芋
・
雑
穀
・

大
豆
・
小
麦
・
茶
な
ど
が
あ
っ
た（

（1
（

。
熊
野
に
お
け
る
生
業
の
う
ち
、
稲
作

は
中
心
的
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
中
世
の
売
券
類
に
は
田
畠
・

山
野
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
こ
れ
は
中
世
の
土
地
所
有
や

文
書
と
い
う
性
格
上
の
問
題
だ
ろ
う
が
、
田
畠
の
耕
作
が
行
わ
れ
て
い
た

実
態
は
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

熊
野
に
お
け
る
水
田
・
稲
作
の
特
徴
と
し
て
、
高
地
集
落
の
水
田
が
あ

る
と
い
う（

（1
（

。
水
田
は
日
当
た
り
の
悪
い
谷
筋
に
作
る
の
で
は
な
く
、
水
の

確
保
が
難
し
く
て
も
、
天
水
を
利
用
し
て
日
当
た
り
の
良
い
高
地
に
水
田

を
営
ん
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
天
水
田
は
、
水
漏
れ
を
防
ぐ
た
め
入
念
な

代
掻
き
が
必
要
で
、
牛
に
犂
を
曳
か
せ
る
な
ど
し
て
対
応
し
た
。
一
方
で

除
草
は
不
要
で
あ
っ
た
た
め
管
理
に
お
い
て
は
利
点
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
谷
筋
に
水
田
を
開
く
場
合
、
谷
が
深
い
こ
と
も
あ
り
長
大
な
水
路
が

必
要
と
な
る
た
め
大
き
な
困
難
が
伴
う
。
特
に
熊
野
に
お
け
る
河
川
灌
漑

は
江
戸
時
代
中
期
以
降
に
硬
い
岩
盤
を
暗
渠
（
ト
ン
ネ
ル
状
）
で
掘
り
抜

い
て
開
削
さ
れ
た
と
す
る
も
の
も
多
い（

（1
（

。
し
か
し
、
中
世
の
田
畠
の
売
券

を
み
る
と
、
売
買
の
対
象
と
な
っ
た
土
地
と
い
う
限
定
は
あ
る
も
の
の
、

川
を
境
と
す
る
も
の
が
一
定
数
み
ら
れ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い（

（2
（

。
先
に
説

明
し
た
よ
う
に
河
川
灌
漑
は
発
達
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
河
川
沿
い
の
後

背
湿
地
な
ど
に
耕
地
が
開
か
れ
て
い
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
点
、
熊
野

の
売
券
類
を
み
る
と
、
土
地
の
単
位
が
「
蒔
」「
苅
」
で
表
現
さ
れ
て
い

る
点
も
注
目
さ
れ
る（

（2
（

。
面
積
を
記
さ
ず
に
、
資
本
投
下
量
も
し
く
は
収
量

を
記
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
が
何
を
意
味
す
る
の
か
は
さ
ら
な
る

検
討
を
要
す
る
が
、
粗
放
的
な
耕
作
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
可
能
性
と
し
て
提
示
し
て
お
く
。
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次
に
集
落
景
観
に
つ
い
て
も
探
っ
て
み
よ
う
。
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に

熊
野
は
山
村
地
域
で
あ
る
が
、
近
世
以
降
、
現
在
に
お
い
て
も
家
の
密
集

度
は
比
較
的
高
い
。
中
世
後
期
に
も
そ
れ
な
り
に
集
住
し
て
い
た
可
能
性

が
あ
る
。
例
え
ば
、
屋
敷
の
売
券
を
み
る
と
、
そ
の
四
至
に
屋
敷
が
境
目

に
な
っ
て
い
る
も
の
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。

【
史
料
三
】
み
さ
の
し
や
う
け
ん
屋
敷
売
渡
状（

（2
（

（
端
裏
書
）「
ミ（
見
座
）さ
の
し（

将

監

殿

）

や
う
け
ん
と
の
う（

売

券

）

り
け
ん
」

う（
売
）り

わ（

渡

）

た
す　

屋
敷
の
事

　

合
一
所
、
在
所
坪
口 

東
ハ
与
一
か
屋
敷
を
か
き
る　
　
　

西
ハ
大
道
、
南
ハ
せ
う
の
さ
ゑ
も
ん

と
の
ゝ
や
し
き
、
北
ハ
孫
太
夫
か
屋
敷

右
の
屋
敷
ハ
、
あ
り
太
夫
か
重
代
の
や（

屋

敷

）

し
き
を
下
人
た
る
あ
ひ
た
、

ち（

違

目

）

か
い
め
あ
る
に
よ
て
と
り
あ
け
て
、
代
銭
十
二
貫
文
ニ
永
代
山
本
の
助

殿
ニ
う
り
わ
た
し
申
候
、
こ
の
う
へ
ハ
さ
ら
に
他
人
の
さ（

妨

）

ま
た
け
あ
る
ま

し
く
候
、
も
し
ち
か
い
め
も
候
ハ
ゝ
、
本
銭
一
倍
の
さ（
沙
汰
）た

を
い
た
す
へ
く

候
、
尚
々
い（
如
何
様
）

か
や
う
の
ち
か
い
め
候
と
も
、
身
か
さ
さ
た
と
し
て
さ
は
く

り
申
へ
く
候
、
仍
う
り
け
ん
の
状
如
件
、

　
　

明
徳
元
年
十
二
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ミ
さ
の
し
や
う
け
ん
兼
成
（
花
押
）

　

明
徳
元
年
（
一
三
九
〇
）、
見
座
将
監
兼
成
が
下
人
で
あ
る
あ
り
太
夫

重
代
相
伝
の
屋
敷
に
つ
い
て
、
問
題
が
あ
っ
た
た
め
取
り
上
げ
て
、
一
二

貫
文
で
本
山
の
助
殿
へ
売
り
渡
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
四
至
に
注
目

す
る
と
、
在
所
坪
口
の
屋
敷
は
、
東
が
与
一
の
屋
敷
、
西
は
大
道
、
南
は

せ
う
の
左
衛
門
殿
の
屋
敷
、
北
は
孫
太
夫
の
屋
敷
が
境
と
な
っ
て
お
り
、

西
の
道
以
外
は
三
方
を
屋
敷
に
囲
ま
れ
て
い
た
。
御
師
の
見
座
氏
は
敷
屋

村
を
本
拠
と
し
て
い
た
の
で
、
敷
屋
村
で
の
集
落
状
況
を
物
語
る
も
の
の

可
能
性
が
高
い（

（2
（

。

　

さ
て
熊
野
の
売
券
類
を
み
る
と
、
そ
の
特
徴
と
し
て
、
①
土
地
の
単
位

が
「
蒔
」「
苅
」
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
（
前
述
）、
②
永
代
の
土
地
売
買
を

「
長
地
」「
永
地
」
と
す
る
こ
と（

（2
（

、
③
「
は
ん
れ
う
」（
飯
料
・
判
料
・
半

料
な
ど
が
宛
て
ら
れ
る
、
加
地
子
の
こ
と
か
）
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ

と（
（2
（

、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
熊
野
の
中
世
村
落
の
地
域
性
を
示

す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
状
明
ら
か
に
で
き
ず
、
今
後
の
検
討
課
題

で
あ
る
。
そ
し
て
、
買
券
も
一
定
数
存
在
し
（
買
主
の
署
判
も
あ
る（

（2
（

）、

中
世
文
書
の
残
存
状
況
と
あ
わ
せ
、
熊
野
が
買
い
手
（
在
地
領
主
層
）
優

位
の
社
会
構
造
で
あ
っ
た
こ
と
も
推
測
さ
せ
る
。

　

な
お
、
熊
野
川
流
域
の
村
落
の
生
業
と
し
て
特
徴
的
な
の
は
廻
船
業
の

存
在
で
あ
る
。「
桐
原
廻
船
衆
」「
小
舟
・
河
合
廻
舟
中
」
な
ど
、
村
で
廻

船
を
営
み
「
衆
中
」
を
形
成
し
て
い
た（

（2
（

。
そ
の
背
景
に
は
、
先
に
も
触
れ

た
よ
う
に
熊
野
川
を
通
じ
た
物
や
人
の
往
来
が
多
か
っ
た
こ
と
に
あ
ろ

う
。
元
来
は
本
宮
の
衆
徒
等
が
関
銭
徴
収
権
を
有
し
て
い
た
が
、
一
六
世
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紀
中
頃
に
は
質
流
れ
し
、
権
利
は
本
宮
の
衆
徒
等
か
ら
離
れ
、
得
分
権
は

周
辺
在
地
領
主
層
（
鬼
城
家
）
の
も
と
に
渡
っ
て
い
る（

（2
（

。
関
な
ど
の
権
利

を
村
や
在
地
領
主
・
土
豪
等
が
熊
野
の
衆
徒
か
ら
買
得
す
る
こ
と
で
、
河

川
交
通
の
担
い
手
と
し
て
村
が
表
出
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

　

中
世
後
期
の
熊
野
の
村
落
に
お
い
て
は
、
あ
る
程
度
集
住
し
、
背
後
に

は
山
野
が
控
え
、
川
沿
い
に
耕
地
が
展
開
し
、
稲
の
ほ
か
、
芋
や
茶
、
小

豆
、
小
麦
、
雑
穀
な
ど
の
栽
培
を
し
て
い
た
景
観
が
想
定
で
き
る
。
そ
し

て
河
川
が
景
観
的
に
も
、
ま
た
生
業
に
お
い
て
も
大
き
な
影
響
を
持
っ
て

い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
熊
野
本
宮
・
新
宮
と
も
至
近
で
影
響
を
受
け
つ

つ
も
、在
地
領
主
・
土
豪
層
の
強
い
影
響
の
も
と
、自
律
的
な
村
落
が
あ
っ

た
と
み
て
お
き
た
い
。

（
４
）
日
置
川
流
域
の
中
世
村
落

　

次
に
熊
野
三
山
と
は
一
定
の
距
離
の
あ
る
、
西
牟
婁
郡
に
位
置
す
る
日

置
川
流
域
の
村
落
の
様
相
を
眺
め
て
み
よ
う
。
当
地
に
お
い
て
は
熊
野
三

山
の
影
響
は
あ
ま
り
う
か
が
え
ず
、
む
し
ろ
在
地
領
主
で
あ
る
小
山
氏
や

安
宅
氏
が
主
導
す
る
地
域
社
会
で
あ
っ
た（

（2
（

。
久
木
小
山
氏
は
日
置
川
の
上

流
・
中
流
に
本
拠
を
構
え
、
安
宅
氏
が
河
口
部
に
本
拠
を
構
え
た
。
特
に

古
文
書
を
多
数
伝
え
る
久
木
小
山
氏
の
動
向
を
み
る
と
、
室
町
期
以
降
、

相
博
や
売
買
な
ど
を
通
じ
て
土
地
を
集
積
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

の
よ
う
な
売
買
は
、
周
辺
地
域
の
人
々
に
対
し
て
、
領
主
と
し
て
米
や
銭

を
融
通
す
る
も
の
で
も
あ
り
、
実
際
に
出
挙
な
ど
も
お
こ
な
っ
て
い
た
。

小
山
氏
な
ど
の
在
地
領
主
が
在
地
社
会
を
主
導
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
日
置
川
流
域
に
お
い
て
も
、
織
豊
期
に
は
大
坂
城
・
伏
見
城
・
四
天

王
寺
な
ど
の
京
都
・
大
坂
の
普
請
に
対
し
て
、
小
山
氏
や
安
宅
氏
を
中
心

と
し
て
、
材
木
を
畿
内
へ
供
出
し
て
お
り
、
材
木
生
産
が
盛
ん
で
、
ま
た

川
を
通
じ
て
森
林
資
源
が
搬
出
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
日
置
川

流
域
に
は
久
木
小
山
氏
と
安
宅
氏
に
関
わ
る
中
世
資
料
が
美
術
工
芸
品
も

含
め
多
く
残
さ
れ
、
古
文
書
や
棟
札
な
ど
か
ら
、
僅
か
な
が
ら
村
や
地
域

社
会
の
様
相
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

棟
札
な
ど
を
確
認
す
る
と
、
日
置
川
流
域
に
お
い
て
も
「
惣
」
の
存
在

が
浮
か
び
上
が
る
。
天
文
一
八
年
（
一
五
四
九
）
安
居
村
三
須
和
神
社
を

再
興
し
た
棟
札
に
、願
主
と
し
て
小
山
氏
の
名
前
が
み
え
る
ほ
か
、「
惣
中
」

の
関
与
が
み
え
る（

（3
（

。
な
お
、
古
座
川
流
域
に
お
い
て
も
「
蔵
土
惣
」「
四

村
惣
中
」
な
ど
が
み
ら
れ
る（

（3
（

。

　

ま
た
売
券
や
帳
簿
な
ど
を
見
る
と
、
日
置
川
流
域
の
村
々
で
は
、
豆
・

雑
穀
・
蕎
麦
種
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
こ
と（

（3
（

、田
地
の
大
き
さ
が「
ま
き（
蒔
）」

と
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と（

（3
（

、
永
代
売
買
を
「
長
地
」「
永
地
」
と
表
現
す
る

こ
と（

（3
（

、「
は
ん
れ
う
」
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と（

（3
（

な
ど
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
東
牟
婁
郡
、
熊
野
川
流
域
と
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
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か
牛
が
飼
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る（

（3
（

。
江
戸
時
代
の
菊
池
元
習
に
よ
る

と
、
安
居
村
付
近
は
放
牛
が
多
く
、
牝
の
仔
牛
を
飼
育
し
て
生
計
を
立
て

て
い
た
と
い
う
が
（「
三
山
記
略
」）、
そ
の
よ
う
な
状
況
は
中
世
に
も
遡

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
田
の
代
掻
き
に
利
用
さ
れ
た
可
能
性
も
あ

ろ
う
。
そ
の
ほ
か
、
木
印
署
判
が
あ
る
こ
と
も
特
徴
的
で（

（3
（

、
村
人
等
が
材

木
の
生
産
・
搬
送
と
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る（

（3
（

。

　

以
上
、
断
片
的
な
史
料
を
用
い
て
、
中
世
の
熊
野
に
お
け
る
村
落
の
様

相
を
概
観
し
た
。
熊
野
の
東
西
と
も
に
、
古
文
書
な
ど
で
は
在
地
領
主
や

熊
野
三
山
の
社
家
な
ど
の
下
に
隠
れ
て
見
え
づ
ら
く
は
あ
る
が
、
自
律
的

な
存
在
と
し
て
確
か
に
村
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

二　

中
世
の
色
川
郷

（
１
）
中
世
の
那
智
山
と
色
川

　

次
に
、
熊
野
那
智
山
に
近
接
す
る
色
川
郷
を
素
材
に
、
熊
野
の
中
世
村

落
の
様
相
に
つ
い
て
さ
ら
に
探
っ
て
み
た
い
。地
理
的
な
環
境
を
み
る
と
、

那
智
勝
浦
町
の
色
川
（
中
世
・
近
世
の
色
川
郷
）
は
熊
野
那
智
山
の
西
に

約
三
㎞
離
れ
た
地
域
に
あ
た
り
、
那
智
山
に
隣
り
合
う
村
々
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
【
図
２
】。
標
高
五
〇
〇
～
七
〇
〇
ｍ
に
位
置
す
る
山
村
で
、

現
在
で
は
棚
田
が
広
が
り
、
色
川
茶
な
ど
の
栽
培
が
な
さ
れ
て
い
る
。
熊

図２　熊野那智山と色川の村々
（ベースマップは国土地理院電子地図、□囲いは「色川七村」）
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野
古
道
の
う
ち
、
那
智
山
と
本
宮
と
を
つ
な
ぐ
雲
取
越
が
通
り
、
江
戸
時

代
に
は
鉱
山
が
あ
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
ま
た
那
智
川
・
太
田
川
・

古
座
川
の
上
流
に
あ
た
り
、
そ
の
水
源
地
と
し
て
も
位
置
し
た
。
こ
の
よ

う
な
山
深
い
地
域
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
か
、「
平
家
落
人
」伝
説
が
残
る
。

平
維
盛
の
末
裔
が
補
陀
落
渡
海
を
逃
れ
匿
わ
れ
た
地
（
隠
棲
地
）
と
し
て

も
知
ら
れ
、
近
世
に
当
地
の
大
庄
屋
と
な
っ
た
清
水
氏
は
平
維
盛
の
末
裔

と
伝
え
る
。

　

こ
の
色
川
地
区
は
、
江
戸
時
代
に
は
「
色
川
郷
」
と
も
呼
ば
れ
、
平
野
・

檜
曽
原
・
小
坂
・
口
色
川
・
大
野
・
田
垣
内
・
熊
瀬
川
・
中
ノ
川
・
小
匠
・

楠
・
樫
山
・
高
野
・
直
柱
・
坂
足
・
樫
原
・
赤
木
・
田
川
・
小
森
川
の

一
八
か
村
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
江
戸
時
代
の
色
川
郷
の
様
相
を
知
る
う

え
で
、『
紀
伊
続
風
土
記
』
の
記
述
が
、
短
い
な
が
ら
も
的
確
に
そ
の
様

相
を
捉
え
て
い
る
。

【
史
料
四
】『
紀
伊
続
風
土
記
』
色
川
郷

「
峯
高
く
、
谷
深
く
、
田
地
少
く
、
山
稼
を
専
と
す
る
を
以
て
、
民
食
常

に
乏
く
樫
の
実
を
拾
ひ
て
穀
食
の
助
け
と
す
、
然
れ
と
も
、
小
色
川
ま
で

舟
楫
の
通
ひ
あ
り
て
、
運
漕
の
便
宜
く
、
又
田
地
稲
に
良
く
、
四
斗
の
米

目
方
十
七
貫
五
百
目
に
至
る
、
風
俗
質
撲
に
し
て
産
業
は
常
に
乏
き
を
憂

ふ
と
い
ふ
」

　

山
が
険
し
く
、
田
地
も
少
な
く
、
山
稼
ぎ
を
専
ら
と
し
、
樫
の
実
を
拾

い
穀
食
の
助
け
と
し
て
い
た
と
い
う
。
た
だ
し
田
地
は
少
な
い
も
の
の
、

稲
の
耕
作
に
は
適
し
た
地
の
よ
う
で
、
四
斗
の
米
が
一
七
貫
五
〇
〇
目
で

売
れ
る
と
い
う
。
現
在
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
日
当
た
り
の
良
い
棚
田
と

い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
小
色
川
ま
で
船
が
や
っ
て
来
て
、
運
送

の
便
も
良
い
と
い
う
。江
戸
時
代
に
は
こ
の
よ
う
な
地
域
認
識
で
あ
っ
た
。

　

江
戸
時
代
の
色
川
の
大
野
村
は
約
五
〇
軒
（
一
七
世
紀
末
～
一
八
世
紀

頃
）、
中
ノ
川
村
は
昔
六
軒
で
、
今
（
一
九
世
紀
前
半
）
は
三
〇
軒
、
熊

瀬
川
は
一
四
～
一
五
軒（
一
九
世
紀
前
半
）と
い
う
集
落
規
模
で
あ
っ
た
。

こ
れ
だ
け
み
て
も
色
川
地
区
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
参
考
ま
で

に
大
野
村
の
石
高
の
変
遷
を
み
る
と
、
慶
長
期
（
一
七
世
紀
）
は
一
五
四

石
、
江
戸
時
代
中
期
（
一
七
世
紀
末
～
一
八
世
紀
）
に
は
一
七
四
石
、
天

保
年
間
（
一
九
世
紀
前
半
）
は
二
三
一
石
と
な
っ
て
お
り
、
年
々
増
加
し

て
い
る
。
石
高
の
増
加
の
み
を
も
っ
て
開
発
状
況
を
示
す
と
は
言
え
な
い

が
、
近
世
初
期
に
は
そ
れ
な
り
に
開
発
が
進
ん
で
い
た
こ
と
、
ま
た
江
戸

時
代
を
通
じ
て
屋
敷
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
る
と
、
様
々
な
か
た

ち
で
経
済
・
産
業
の
発
展
が
あ
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。

　

中
世
に
は
「
色
川
郷
」
と
も
「
色
川
七
村
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。

【
史
料
五
】
色
川
神
社
棟
札 

表
面（

（3
（

大
日
本
国
紀
州
無（
牟
婁
郡
）

漏
群
熊
野
山
色
河
七
村
於
別
而
者
大
野
村

修
造
建
立
砌
銭
米
入
リ
道
者
二
百
貫
文
焉
、
西
之
峯
時
住
持
球
龍
叟
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奉
上
棟
奉
所
鎮
守
勧
請
御
伊
弉
・
天
照
大
神
宮
熊
野
三
山
大
霊
権
現

専
祈
所
安
穏
富
貴
万
福
天
長
地
久
御
願
円
満
諸
旦
那
本
命
元
辰
星
斗

平
家
三
位
忠（
中
将
）正
是（
維
盛
）盛
大
明
神
諸
大
権
現
諸
大
明
神　

天
文
十
一
年
壬寅

霜
月
吉
日

木
下
見
形
殿
盛
吉
右
衛
門
何
事
是
此
意
見
也
、
時
大
工
五
郎
衛

孫
五
郎
鍜

冶
大
工
左
衛
門
次
良

　

色
川
神
社
は
色
川
地
区
の
産
土
社
で
、
本
史
料
は
天
文
一
一
年

（
一
五
四
二
）
に
色
川
神
社
の
棟
上
げ
が
さ
れ
た
際
の
も
の
で
あ
る
。
本

史
料
か
ら
「
色
川
七
村
」
が
あ
り
、
そ
の
な
か
に
大
野
村
が
含
ま
れ
て
い

た
こ
と
も
わ
か
る
。
ま
た
一
六
世
紀
に
は
平
維
盛
（「
平
家
三
位
忠
正
是

盛
」）
の
伝
承
が
既
に
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
点
も
興
味
深
い
。「
色
川

七
村
」
は
、
平
野
・
小
坂
・
熊
瀬
川
・
口
色
川
・
大
野
・
中
ノ
川
・
小
匠

の
七
か
村
と
さ
れ
る
。
地
図
と
あ
わ
せ
て
み
る
と
、
そ
の
中
心
は
東
側
の

七
か
村
に
あ
た
り
、
西
側
の
村
々
は
近
世
に
な
っ
て
か
ら
、
色
川
郷
に
含

ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
大
野
村
は
応
永
八
年
（
一
四
〇
一
）

に
大
般
若
経
の
経
櫃
の
蓋
裏
銘
に
登
場
す
る（

（4
（

。
応
永
二
一
年
に
は
色
川
の

平
野
三
郎
兵
衛
と
口
色
川
の
三
郎
兵
衛
の
名
が
見
え（

（4
（

、
嘉
吉
二
年

（
一
四
四
二
）
に
は
口
色
川
の
「
し
や
う
け
ん（

（4
（

」、
享
徳
四
年
（
一
四
五
五
）

に
は
色
川
小
坂
三
郎
左
右
衛
門
の
名
が
み
え
る（

（4
（

。
そ
の
ほ
か
、
村
・
集
落

名
は
分
か
ら
な
い
が
、文
安
四
年（
一
四
四
七
）に
は
色
川「
ひ
け
兵
衛（

（4
（

」、

応
永
二
三
年
に
は
色
川
上
左
衛
門
尉
が
登
場
す
る（

（4
（

。
色
川
七
村
の
う
ち
、

平
野
・
小
坂
・
口
色
川
・
大
野
は
、
一
四
～
一
五
世
紀
の
文
書
に
地
名
が

確
認
で
き
る
の
で
あ
る
（「
村
」
と
は
出
て
こ
な
い
が
、
地
名
と
し
て
確

認
で
き
る
）。
そ
の
ほ
か
、
色
川
七
村
で
は
な
い
が
、
色
川
の
白
河
一
族

は
嘉
慶
三
年
（
一
三
八
九
）
か
ら
確
認
で
き（

（4
（

、「
た
の
か
い
た
し
ろ
の
河

の
一
族
」
と
も
あ
り
、
天
文
一
二
年
に
は
田
垣
内
の
地
名
を
冠
し
て
お

り（
（4
（

、
白
河
一
族
は
田
垣
内
を
本
拠
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
色
川
七

村
は
も
と
よ
り
、
そ
の
ほ
か
の
村
々
も
多
く
は
室
町
期
に
は
存
在
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
室
町
期
の
色
川
郷
で
は
熊
野
那
智
山
と
密
接

に
関
わ
る
人
々
が
活
動
し
て
お
り
、
な
か
に
は
御
師
間
の
紛
争
の
調
停
を

お
こ
な
っ
た
、
色
川
上
左
衛
門
尉
な
ど
の
有
力
者
も
い
た
。
こ
れ
ら
在
地

領
主
・
土
豪
層
が
「
色
川
衆
中
」「
色
川
郷
惣
中
」
と
し
て
活
動
し
て
い

た
と
み
ら
れ
る
。

　

こ
の
地
域
を
本
拠
と
し
て
活
動
し
た
の
が
色
川
氏（
色
川
衆
）で
あ
る
。

色
川
衆
の
一
つ
に
江
戸
時
代
に
大
庄
屋
と
な
る
清
水
家
が
あ
り
、
色
川
文

書
を
伝
え
る（

（4
（

。
建
武
三
年
（
一
三
三
六
）
に
は
日
高
郡
の
岩
代
荘
を
宛
行

わ
れ（

（4
（

、
延
元
元
年
（
一
三
三
六
）
に
は
法
勝
寺
宮
か
ら
の
令
旨
を
受
け
、

以
後
も
後
醍
醐
天
皇
に
従
い
、
南
朝
方
と
し
て
の
活
動
が
見
ら
れ
た
。
同

年
に
は
南
朝
方
と
し
て
一
族
を
率
い
、
熊
野
の
海
域
を
は
じ
め
京
都
に
ま

で
行
き
合
戦
に
及
ん
で
い
る（

（5
（

。
享
徳
四
年
・
康
正
元
年
（
一
四
五
五
）
に
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後
南
朝
の
皇
孫
忠
義
王
が
、
京
都
を
逐
わ
れ
た
畠
山
義
就
勢
力
と
も
結
び

つ
き
、
南
朝
の
再
興
を
図
り
、
熊
野
の
武
士
た
ち
に
動
員
を
呼
び
か
け
た

際
、「
色
川
郷
惣
中
」
に
対
し
て
、
色
川
郷
は
南
朝
ゆ
か
り
の
地
で
、
天

皇
も
大
河
内
（
三
重
県
熊
野
市
）
行
宮
へ
移
動
し
た
の
で
、
早
く
錦
の
御

旗
の
も
と
に
参
じ
て
軍
功
を
挙
げ
る
よ
う
に
と
号
令
を
か
け
て
い
る（

（5
（

。
戦

国
期
に
は
古
座
川
河
口
部
に
本
拠
を
構
え
る
高
河
原
氏
か
ら「
色
河
衆
中
」

に
宛
て
て
軍
事
的
な
協
力
要
請
を
求
め
る
書
状
も
出
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。
こ
の

よ
う
に
色
川
氏
は
、
南
北
朝
～
室
町
時
代
に
は
南
朝
勢
力
と
結
び
つ
き
つ

つ
、
戦
国
期
に
は
周
辺
武
士
と
も
連
携
し
つ
つ
、
熊
野
地
域
で
広
く
活
動

す
る
存
在
で
あ
っ
た
。

　

色
川
氏
の
本
拠
は
、
大
野
村
の
色
川
三
十
郎
屋
敷
・
浄
珍
屋
敷
と
伝
ら

れ
（『
紀
伊
続
風
土
記
』）、「
浄
珍
」
は
永
享
二
年
（
一
四
三
〇
）
に
は
活

動
が
確
認
で
き
る（

（5
（

。
屋
敷
跡
と
さ
れ
る
場
所
か
ら
は
、
屋
敷
墓
に
伴
う
も

の
か
と
推
測
さ
れ
る
鎌
倉
期
の
輸
入
陶
磁
器
と
、
東
海
系
の
山
茶
碗
も
見

つ
か
っ
て
い
る（

（5
（

。
色
川
氏
、
も
し
く
は
そ
の
前
身
の
勢
力
を
推
測
さ
せ
る

も
の
で
あ
る
。
ま
た
色
川
に
残
る
荒
木
家
屋
敷
に
は
、
室
町
時
代
の
五
輪

塔
が
残
る
ほ
か
、
室
町
時
代
か
と
推
定
さ
れ
る
宮
殿
の
部
材
が
あ
り
、
土

豪
屋
敷
の
系
譜
を
引
く
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。
こ
の
よ
う
に
色
川

地
区
に
は
中
世
に
遡
る
土
豪
や
在
地
領
主
の
足
跡
が
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
色
川
地
区
に
は
中
世
の
紀
年
銘
の
あ
る
祭
礼
道
具
な
ど
が
多
数
伝

え
ら
れ
、
室
町
期
に
祭
礼
や
芸
能
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が

で
き
る（

（5
（

。
色
川
地
区
に
は
室
町
時
代
の
版
経
の
大
般
若
経
六
〇
〇
巻
が
伝

え
ら
れ
る
が
、そ
れ
ら
大
般
若
経
を
納
め
る
三
つ
の
経
櫃
の
蓋
裏
に
は「
龍

厳
禅
院
常
住
也
／
紀
伊
州
無
漏
郡
熊
野
邑
大
野
村
／
旹
応
永
八
年〈
辛
巳
〉

二
月
念
三
日
」
と
墨
書
銘
が
あ
る
。
応
永
八
年
（
一
四
〇
一
）
の
も
の
で

あ
り
、
し
か
も
大
野
村
や
龍
厳
院
（
現
在
、
色
川
の
大
野
地
区
に
残
る
楞

厳
寺
）
の
名
も
見
え
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
正
月
一
一
日
に
色
川
組
の
庄

屋
や
僧
侶
に
よ
っ
て
楞
厳
寺
で
大
般
若
経
の
読
誦
祈
禱
が
行
わ
れ
て
い

た
。
ま
た
「
越
後
国
／
苅
羽
郡　

利
国
（
花
押
）
／
北
条
住
人
／
お
や
ま

に
而
／
孫
九
郎
／
作
之　

記
之
／
永
禄
二
九
月
吉
日
」と
銘
の
あ
る
翁
面
、

「
越
後
国
／
苅
羽
郡　

利
国
（
花
押
）
／
北
条
／
お
や
ま
に
而
／
孫
九
郎

／
作
之
／
永
禄
／
二
九
／
吉
日
」
と
銘
の
あ
る
黒
色
尉
面
も
残
る
。
永
禄

二
年
（
一
五
五
九
）
の
作
で
あ
る
。
越
後
国
と
の
関
係
性
は
不
明
で
あ
る

が
、
正
月
二
日
に
奉
納
さ
れ
る
神
事
芸
能
（
万
歳
楽
）
と
関
係
す
る
も
の

か
と
想
像
さ
れ
る
。
ま
た
、
室
町
時
代
と
考
え
ら
れ
る
龍
頭
も
残
り
、
行

道
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
中
世
後
期
の
色
川

で
は
様
々
な
祭
礼
・
芸
能
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

色
川
郷
は
熊
野
那
智
山
と
結
び
つ
い
た
在
地
領
主
・
土
豪
の
存
在
感
が

強
く
村
落
の
様
相
を
う
か
が
う
こ
と
は
難
し
い
が
、
一
四
～
一
五
世
紀
に

は
近
世
の
村
に
つ
な
が
る
地
名
が
登
場
し
、
在
地
に
は
祭
礼
に
関
す
る
道
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具
が
残
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目
す
れ
ば
、
村
の
存
在
と
、
そ
の
活
動
状
況

を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
２
）
色
川
郷
と
立
合
山

　

中
世
後
期
の
色
川
郷
に
つ
い
て
、
熊
野
那
智
山
と
の
関
係
、
特
に
共
有

山
の
あ
り
方
か
ら
、
さ
ら
に
熊
野
に
お
け
る
中
世
村
落
の
様
相
を
探
っ
て

み
た
い
。
色
川
郷
の
共
有
山
に
つ
い
て
は
、
近
世
初
期
と
な
る
が
次
の
史

料
が
注
目
さ
れ
る
。

【
史
料
六
】
浅
野
忠
吉
寺
山
定
書（

（5
（

　

今
度
寺
山
之
儀
ニ
付
、
御
山
と
色
川
出
入
済
シ
候
ニ
付
、
相
定
覚

一�

於
御
山
御
造
宮
在
之
時
者
、
為
祝
上
之
御
造
営
ニ
ハ
料
足
参
貫
文
、
御

山
よ
り
色
川
江
可
遣
候
、
但
其
次
〳
〵
の
御
造
宮
ハ
応
其
大
小
ニ
祝
銭

可
遣
事
、

一�

小
法
師
原
よ
り
八
木
弐
石
、
毎
年
色
川
江
可
遣
候
、
小
法
師
原
者
毎
日

寺
山
江
入
候
て
木
多
ク
剪
候
ニ
付
而
如
此
相
定
候
、
但
船
板
者
仕
間
敷

候
事
、

一
色
川
よ
り
は
八
木
壱
石
六
斗
、
為
御
供
米
毎
年
御
山
江
可
出
之
事
、

一�

い（

櫟

）

ち
ゐ
・
し（
椎
）ゐ

・
か（
樫
）し

の
み（
実
）な

り
候
太
木
、
炭
木
ニ
双
方
伐
取
間
敷
候
、

但
、
実
之
不
成
木
者
、
炭
に
焼
候
共
出
入
申
間
敷
候
事
、

一
御
山
よ
り
色
川
之
外
ニ
寺
山
江
他
郷
之
者
壱
人
も
入
間
敷
事
、

　

�

右
御
山
ト
色
川
今
度
寺
山
之
出
入
在
之
ニ
付
、
先
例
之
筋
目
遂
穿
鑿
、

双
方
納
徳（
得
）之

上
に
て
、
為
以
来
之
如
此
相
定
候
上
者
、
到
末
代
迄
、
少

も
違
乱
有
間
敷
候
、
猶
辻
少
兵
衛
・
水
野
馬
左
衛
門
・
梶
浦
次
太
夫
両

三
人
可
申
渡
者
也
、

　

元
和
弐
年
丙辰
十
二
月
十
四
日　

  

浅
野
右
近
大
夫
（
花
押
）

　
　

那
智
山

　
　
　
　

社
人
中

　

色
川
郷
の
共
有
山
（
立
合
山
）
は
寺
山
と
も
呼
ば
れ
、
那
智
山
の
奥
に

あ
っ
た
。
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
那
智
山
と
色
川
郷
と
で
そ
の
寺
山
を

め
ぐ
っ
て
争
い
が
あ
り
、【
史
料
六
】
は
当
時
の
領
主
で
あ
る
浅
野
氏
が

裁
許
し
た
も
の
で
あ
る
。
寺
山
に
か
か
る
諸
費
用
、
利
用
等
が
取
り
決
め

ら
れ
て
い
る
。
①
那
智
山
造
営
（
正
遷
宮
）
の
時
、
那
智
山
は
祝
い
と
し

て
三
貫
文
を
色
川
へ
支
払
う
。
②
那
智
山
の
小
法
師
原
は
毎
日
寺
山
を
利

用
す
る
た
め
、
山
の
利
用
料
と
し
て
毎
年
二
石
を
色
川
郷
へ
支
払
う
。
た

だ
し
、
木
は
船
板
に
は
し
て
は
な
ら
な
い
。
③
色
川
郷
か
ら
那
智
山
へ
は

毎
年
米
一
石
二
斗
を
供
え
る
。
④
櫟
・
椎
・
樫
の
実
の
成
る
大
木
は
炭
の

材
木
と
し
て
伐
っ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
実
の
成
ら
な
い
木
は
炭
に

し
て
も
良
い
。
⑤
色
川
郷
以
外
の
者
（
他
郷
の
人
）
に
寺
山
を
利
用
さ
せ

て
は
な
ら
な
い
。
以
上
が
お
も
な
内
容
で
あ
る
。
た
だ
、
後
の
史
料
を
み

る
と
、毎
年
二
石
の
負
担
に
つ
い
て
小
法
師
原
た
ち
か
ら
難
儀
が
示
さ
れ
、
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毎
年
二
石
の
負
担
は
実
報
院
が
出
し（

（5
（

、
浅
野
氏
が
検
使
を
派
遣
し
境
目
を

確
認
す
る
こ
と
で（

（5
（

、
最
終
的
に
決
着
を
み
て
い
る
。
山
林
資
源
の
利
用
方

法
、
樹
種
に
よ
る
別
、
色
川
郷
住
人
に
限
定
す
る
地
域
に
よ
る
利
用
制
限

な
ど
、
具
体
的
な
用
益
の
実
態
を
伺
う
こ
と
が
で
き
興
味
深
い
。
な
に
よ

り
、
色
川
郷
に
非
常
に
強
い
権
利
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
那
智
山
は
利
用

料
を
支
払
っ
て
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
な
お
、
そ
の
後
も
黒
尾

山
を
め
ぐ
っ
て
相
論
は
展
開
し
、
寛
永
一
七
年
（
一
六
四
〇
）
他
郷
の
人

（
井
関
・
川
関
の
人
な
ど
）
を
山
に
入
れ
て
材
木
を
取
っ
た
こ
と
で
問
題

が
発
生
し
、
明
治
時
代
に
ま
で
激
し
く
相
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た（

（6
（

。
江
戸

時
代
を
通
じ
て
、
実
態
と
し
て
は
他
郷
の
人
々
に
よ
る
利
用
が
進
み
つ
つ

あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
な
ん
と
か
規
制
す
る
動
き
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

元
和
二
年
に
那
智
山
と
色
川
郷
と
で
起
こ
っ
た
争
い
に
と
も
な
っ
て
、

あ
ら
た
め
て
裁
許
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
諸

規
定
が
そ
の
ま
ま
中
世
後
期
に
ま
で
遡
る
か
ど
う
か
は
不
明
と
せ
ざ
る
を

得
な
い
が
、那
智
山
の
裏
山
で
様
々
に
山
林
用
益
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
、

ま
た
中
世
後
期
の
色
川
郷
が
寺
山
に
強
い
権
利
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
そ
の
淵
源
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
考
え

る
う
え
で
『
紀
伊
続
風
土
記
』
に
記
さ
れ
る
次
の
伝
説
が
示
唆
を
与
え
て

く
れ
る
。

【
史
料
七
】『
紀
伊
続
風
土
記
』
色
川
郷　

寺
山
樫
ノ
実

「
寺
山
は
那
智
山
の
奥
の
総
名
に
し
て
今
は
那
智
境
内
四
至
の
外
に
あ
り

（
中
略
）、
其
区
域
は
広
大
な
る
に
他
木
を
植
え
ず
し
て
一
面
に
樫
木
許

を
植
ゑ
た
り
、其
故
は
樫
木
は
冬
凋
ま
さ
る
故
、四
時
山
色
鬱
蓊
と
し
て
、

霊
山
の
姿
を
表
す
へ
く
、
且
瀧
の
源
水
を
蓄
ふ
る
に
宜
し
く
し
て
材
木
の

用
に
あ
ら
さ
れ
は
、
伐
荒
す
害
な
し
、
其
実
を
拾
ひ
て
は
食
料
と
な
す
へ

く
、全
人
用
と
な
ら
さ
る
に
あ
ら
す（
割
注
略
）、何
れ
の
時
に
か
有
け
ん
、

一
蹈
鞴
と
呼
ふ
強
盗
此
山
中
に
栖
み
て
時
々
出
て
神
宝
を
盗
み
、
社
家
を

侵
し
掠
む
る
事
数
な
れ
と
も
、
社
家
是
を
捕
ふ
る
事
あ
た
は
す
、
其
頃
樫

原
村
に
狩
場
刑
部
左
衛
門
と
い
ふ
猛
き
を
の
こ
あ
り
、
社
家
是
を
頼
み
て

一
蹈
鞴
を
誅
せ
し
む
、
そ
の
恩
賞
と
し
て
寺
山
を
立
合
山
と
な
す
と
い
ふ

（
割
注
略
）、
従
来
那
智
山
は
社
家
の
事
に
て
山
稼
き
を
す
る
者
な
ら
す
、

色
川
の
村
々
は
山
中
に
栖
み
て
食
物
に
乏
し
き
を
憂
ひ
、
山
稼
き
を
専
に

す
る
者
な
れ
は
、
こ
れ
よ
り
年
々
寺
山
に
て
樫
の
実
を
拾
ひ
て
食
料
の
助

と
す
、
大
抵
家
毎
に
拾
ひ
得
る
事
十
俵
よ
り
十
五
俵
に
至
る
を
常
と
す
、

郷
中
の
得
る
所
を
数
ふ
る
に
一
歳
の
総
高
千
二
三
百
石
に
至
る
と
い
ふ
、

然
れ
は
材
木
の
用
を
な
さ
ゝ
れ
と
も
食
料
と
な
る
事
大
な
る
益
と
い
ふ
へ

し
」

【
史
料
八
】『
紀
伊
続
風
土
記
』
色
川
郷　

樫
原
村　

王
子
権
現
社

「
村
の
西
、
狩
場
野
と
い
ふ
地
に
あ
り
、
狩
場
刑
部
左
衛
門
と
い
ふ
者
を

祀
る
と
い
ふ
、
伝
へ
い
ふ
、
昔
一
蹈
鞴
と
い
ふ
妖
賊
熊
野
三
山
権
現
の
神
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宝
を
奪
ひ
、
雲
取
の
旅
人
を
掠
む
、
刑
部
左
衛
門
三
山
の
衆
徒
の
頼
に
応

し
、
妖
賊
を
討
つ
、
其
功
に
よ
り
、
新
宮
・
本
宮
よ
り
は
各
銭
百
貫
文
を

贈
る
、
那
智
よ
り
は
三
千
町
の
寺
山
を
立
合
山
と
す
、
刑
部
左
衛
門
右
の

山
を
色
川
郷
十
八
箇
村
に
譲
り
、
永
く
郷
の
の
助
成
と
す
、
刑
部
左
衛
門

死
去
の
後
、
郷
民
祀
り
て
王
子
権
現
と
称
す
」

　
【
史
料
七
】
の
冒
頭
に
あ
る
よ
う
に
、
寺
社
に
付
属
す
る
山
林
（
樫
木
）

の
位
置
付
け
や
認
識
も
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
寺
山
の
成

り
立
ち
に
関
す
る
伝
承
に
注
目
し
て
み
た
い
。い
つ
の
頃
か
、一
蹈
鞴（
ひ

と
（
つ
）
だ
た
ら
）
と
い
う
強
盗
が
熊
野
の
山
中
に
住
み
つ
き
、
時
々
山

を
出
て
は
神
宝
を
盗
み
、
社
家
を
襲
っ
て
は
盗
み
を
働
い
て
い
た
が
、
社

家
は
捕
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
た
。
そ
こ
で
、
社
家
は
色
川
郷
樫
原

村
の
狩
場
刑
部
左
衛
門
と
い
う
勇
猛
な
男
子
に
一
蹈
鞴
を
捕
ら
え
る
こ
と

を
依
頼
し
、
誅
伐
に
成
功
し
た
と
い
う
。
そ
の
褒
美
と
し
て
、
本
宮
と
新

宮
か
ら
は
銭
一
〇
〇
貫
文
を
贈
ら
れ
、
那
智
山
か
ら
は
三
〇
〇
〇
町
の
寺

山
を
立
合
山
と
し
て
与
え
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
狩
場
刑
部
左
衛
門

は
こ
の
山
を
色
川
郷
一
八
か
村
に
譲
っ
た
と
い
う
。
寺
山
は
色
川
郷
に

と
っ
て
食
料
と
し
て
も
重
要
な
山
林
資
源
と
な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
わ
せ

て
記
さ
れ
る
。

　

こ
の
一
蹈
鞴
伝
承
が
い
つ
の
状
況
を
表
す
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
地

元
の
伝
え
で
は
、
こ
の
一
蹈
鞴
の
伝
承
を
一
四
二
〇
年
の
こ
と
と
し
、
狩

場
刑
部
左
衛
門
も
正
式
名
称
を
上
総
五
郎
兵
衛
守
清
と
す
る
な
ど
独
自
の

語
り
も
あ
る
。
一
蹈
鞴
の
伝
説
の
モ
チ
ー
フ
は
、
中
世
に
遡
る
熊
野
に
お

け
る
「
山
の
神
」
伝
承
の
一
つ
と
目
さ
れ
て
い
る（

（6
（

。
特
に
宗
教
領
主
の
裏

山
に
対
し
て
、
近
隣
の
村
々
が
強
い
権
利
を
有
し
て
い
た
点
が
特
異
と
い

え
よ
う（

（6
（

。
色
川
郷
が
那
智
山
に
先
立
っ
て
本
源
的
な
権
利
を
有
し
て
い
た

と
は
み
な
し
が
た
く
、
や
は
り
伝
承
に
あ
る
よ
う
に
、
色
川
郷
が
何
ら
か

の
功
績
な
ど
を
得
て
、
那
智
山
か
ら
権
利
を
得
る
事
な
ど
が
な
け
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
状
況
は
生
じ
な
い
だ
ろ
う
。
地
方
有
力
寺
社
の
膝
下
に
位
置

し
な
が
ら
、
地
方
有
力
寺
社
よ
り
強
い
山
林
の
権
限
を
持
つ
色
川
郷
の
独

自
性
、
自
律
性
に
は
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
が
何
に
根
ざ
し
て

い
る
の
か
は
更
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
那
智
山
が
周
辺
村
落
に
依

存
す
る
か
た
ち
で
成
り
立
っ
て
い
た
と
も
言
え
よ
う
。
中
世
後
期
の
熊
野

三
山
自
体
が
周
辺
の
在
地
領
主
・
土
豪
勢
力
を
取
り
込
み
つ
つ
成
り
立
っ

て
い
た
こ
と
も
踏
ま
え
れ
ば（

（6
（

、【
史
料
一
】
で
み
た
よ
う
に
、
熊
野
に
お

け
る
宗
教
領
主
に
よ
る
膝
下
・
周
辺
地
域
へ
の
支
配
の
限
界
性
と
と
も
に
、

村
落
の
自
律
性
を
読
み
取
っ
て
お
き
た
い
。
こ
こ
に
熊
野
の
中
世
村
落
、

地
域
社
会
の
構
造
の
特
徴
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
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お
わ
り
に

　

以
上
、
熊
野
の
中
世
村
落
の
様
相
に
つ
い
て
、
売
券
や
棟
札
な
ど
の
僅

か
な
記
述
を
も
と
に
探
っ
て
み
た
。中
世
村
落
の
研
究
は
、文
献
史
料（
検

注
帳
や
絵
図
、
村
文
書
）
が
残
る
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ほ
か
、
景
観
が
残
る
こ

と
、
も
し
く
は
発
掘
調
査
な
ど
で
遺
跡
が
見
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
な
ど
を
中

心
に
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
い
っ
た
地
域
ば

か
り
で
な
く
、
中
世
の
村
落
は
至
る
所
に
存
在
し
た
。
地
域
史
の
実
践
と

し
て
も
、
多
様
な
中
世
村
落
の
姿
を
描
き
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

中
世
熊
野
の
地
域
社
会
は
、
熊
野
三
山
、
在
地
領
主
・
土
豪
、
村
落
が

織
り
な
す
の
が
基
本
的
な
構
造
で
あ
っ
た
。
熊
野
三
山
の
影
響
を
少
な
か

ら
ず
受
け
つ
つ
も
、
在
地
領
主
・
土
豪
が
主
導
し
て
い
た
点
に
特
徴
が
あ

る
。
特
に
地
域
に
お
け
る
在
地
領
主
・
土
豪
層
の
存
在
感
は
大
き
く
、
熊

野
の
地
域
社
会
を
語
る
売
券
類
も
在
地
領
主
・
土
豪
に
よ
る
土
地
集
積
の

結
果
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
像
は
、
残
存
す
る
文
書
に
も
大
き
く
規

定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
う
い
っ
た
な
か
に
あ
っ
て
も
村
は

確
か
に
存
在
し
、
自
律
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
た
。
な
に
よ
り
熊
野
三

山
は
、
か
か
る
在
地
領
主
・
土
豪
を
編
成
し
つ
つ
、
ま
た
自
律
的
な
村
落

を
組
織
化
す
る
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
村
で
は
地
形
環
境

に
規
制
さ
れ
な
が
ら
も
、
水
田
や
畠
地
の
耕
作
が
行
わ
れ
、
材
木
や
木
の

実
な
ど
の
山
林
資
源
を
活
用
す
る
生
活
が
営
ま
れ
て
い
た
。
中
世
村
落
は

そ
こ
か
し
こ
に
眠
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
熊
野
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
、
地
域
的
・
地
理
的
な
視
点
を

も
ち
つ
つ
、
限
ら
れ
た
史
料
か
ら
中
世
村
落
の
一
様
相
を
示
し
た
に
過
ぎ

な
い
。
今
後
、
民
俗
や
近
世
文
書
、
現
状
の
景
観
や
地
名
な
ど
か
ら
、
村

落
の
変
遷
な
ど
も
含
め
て
、
さ
ら
に
熊
野
の
村
落
に
つ
い
て
豊
か
に
描
く

こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

注（１
）	

荘
園
・
村
落
史
研
究
会
編
『
中
世
村
落
と
地
域
社
会
─
荘
園
制
と
在
地
の
論
理
─
』

（
高
志
書
院
、
二
〇
一
六
年
）、
拙
稿
「
惣
村
研
究
の
現
在
地
─
日
本
中
世
後
期

村
落
史
研
究
の
新
展
開
─
」（『
新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
』
二
九
八
号
、

二
〇
二
一
年
）。

（
２
）	

永
島
福
太
郎
「
中
世
の
熊
野
」（『
和
歌
山
の
研
究
２　

古
代
・
中
世
・
近
世
編
』

清
文
堂
出
版
、
一
九
七
八
年
）。

（
３
）	

近
年
で
は
、
伊
藤
裕
偉
『
聖
地
熊
野
の
舞
台
裏
─
地
域
を
支
え
た
中
世
の
人
々
─
』

（
高
志
書
院
、
二
〇
一
一
年
）、
高
橋
修
『
中
世
水
軍
領
主
論　

紀
州
熊
野
か
ら

の
ア
プ
ロ
ー
チ
』（
高
志
書
院
、
二
〇
二
三
年
）
の
成
果
が
あ
る
。

（
４
）	

熊
野
に
お
け
る
中
世
文
書
の
残
存
状
況
、在
地
領
主
層
の
動
向
な
ど
に
つ
い
て
は
、

神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
・
神
奈
川
大
学
国
際
常
民
文
化
研
究
機
構
編
・

発
行
『
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
調
査
報
告　

第
29
集　

熊
野
水
軍
小
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山
家
文
書
の
総
合
的
研
究
』（
二
〇
二
一
年
）
で
ま
と
め
た
。
な
お
、
同
書
に
は

資
料
を
載
せ
た
ほ
か
、
拙
稿
「
熊
野
水
軍
小
山
家
文
書
の
総
合
的
研
究
─
熊
野
の

海
域
史
・
序
論
─
」「
解
題　

紀
州
小
山
家
文
書
─
久
木
小
山
家
文
書
を
中
心
に
─
」

も
収
め
て
い
る
。

（
５
）	

こ
の
よ
う
な
文
書
内
容
の
偏
り
の
な
か
、
売
券
類
を
駆
使
し
熊
野
那
智
山
の
膝
下

の
地
域
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
成
果
も
あ
る
（
拙
稿
「
中
世
後
期
熊
野
那
智
山
膝

下
の
地
域
構
造
」（
藤
田
達
生
編
『
歴
史
遺
産
が
地
方
を
拓
く　

紀
伊
半
島
の
文

化
財
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
二
二
年
）。
そ
の
ほ
か
、
自
治
体
史
で
は
、
川
端
泰

幸
「
中
世
熊
野
の
経
済
と
人
々
の
生
活
」（
熊
野
川
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
熊
野

川
町
史
』
通
史
編
、
新
宮
市
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
６
）	

拙
稿
「
熊
野
の
中
世
村
落
を
探
る
」（
藤
田
達
生
編
『
歴
史
遺
産
が
地
方
を
拓
く　

紀
伊
半
島
の
文
化
財
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
二
二
年
）
に
お
い
て
、
小
文
な
が
ら

エ
ッ
セ
ン
ス
を
示
し
て
い
る
。

（
７
）	

熊
野
の
地
理
的
・
地
形
的
特
徴
に
つ
い
て
は
、
桑
原
康
宏
『
熊
野
の
集
落
と
地
名　

紀
南
地
域
の
人
文
環
境
』（
清
文
堂
出
版
、
一
九
九
九
年
）、
米
家
泰
作
『
山
村
の

地
域
誌　

紀
伊
山
地
は
な
ぜ
歴
史
の
舞
台
に
な
っ
た
か
』（
古
今
書
院
、

二
〇
二
四
年
）、
山
村
亜
希
「
紀
伊
半
島
の
地
形
環
境
と
街
道
・
港
─
地
形
図
の

読
図
に
よ
る
歴
史
空
間
の
考
察
─
」（
藤
田
達
生
編
『
歴
史
遺
産
が
地
方
を
拓
く　

紀
伊
半
島
の
文
化
財
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
二
二
年
）
を
参
照
。

（
８
）	

熊
野
の
民
俗
を
中
心
と
す
る
生
業
に
つ
い
て
は
、
野
本
寛
一
『
熊
野
山
海
民
俗
考
』

（
人
文
書
院
、
一
九
九
〇
年
）、
加
藤
幸
治
『
紀
伊
半
島
の
民
俗
誌
─
技
術
と
道

具
の
物
質
文
化
論
─
』（
社
会
評
論
社
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
。

（
９
）	「
紀
伊
続
風
土
記
」
所
収　

熊
野
速
玉
大
社
文
書
（『
本
宮
町
史
』
文
化
財
編
・
古

代
中
世
史
料
編
、
本
宮
町
、
二
〇
〇
二
年
、
五
南
北
朝
時
代
─
四
三
号
）。
以
下
、

『
本
宮
町
史
』
よ
り
引
用
の
場
合
は
、
時
代
の
番
号
・
時
代
名
と
番
号
で
あ
ら
わ

す
。

（
10
）	「
紀
伊
続
風
土
記
」
所
収　

熊
野
速
玉
大
社
文
書
（『
本
宮
町
史
』
五
南
北
朝
時
代

─
一
三
〇
号
）。

（
11
）	

熊
野
本
宮
大
社
文
書
（『
本
宮
町
史
』
五
南
北
朝
時
代
─
四
五
号
）。

（
12
）	

文
禄
四
年
四
月
五
日　

鬼
城
惣
中
田
地
売
渡
状
案
（
松
本
家
文
書
一
九
号
、『
和

歌
山
県
史
』
中
世
史
料
二
、
和
歌
山
県
、
一
九
七
八
年
）。
以
下
、
松
本
家
文
書
・

中
原
家
文
書
・
湯
川
家
文
書
・
和
田
家
文
書
を
引
用
す
る
場
合
は
、『
和
歌
山
県
史
』

中
世
史
料
二
よ
り
引
用
し
、
文
書
群
名
と
文
書
番
号
を
記
す
。

（
13
）	

大
永
二
年
四
月
三
日　

上
之
番
惣
中
畠
地
売
渡
状
案
（
中
原
家
文
書
一
九
号
）、

大
永
二
年
一
一
月
一
五
日　

坂
本
原
惣
中
田
地
売
渡
状
（
中
原
家
文
書
二
〇
号
）、

天
正
一
四
年
七
月
吉
日　

耳
打
惣
中
さ
い
や
売
渡
状
案
（
中
原
家
文
書
二
九
号
）。

（
14
）	

文
亀
二
年
四
月
吉
日　

鮒
田
高
政
等
連
署
置
文（
熊
野
速
玉
大
社
文
書
一
五
五
号
、

『
熊
野
速
玉
大
社
古
文
書
古
記
録
』
清
文
堂
出
版
、
一
九
七
一
年
）。

（
15
）	

永
禄
五
年　

某
寺
算
用
状
（
湯
川
家
文
書
九
号
）。

（
16
）	

惣
庵
の
事
例
と
し
て
は
、
明
応
八
年
三
月
一
〇
日　

鬼
城
惣
庵
田
地
売
渡
状
（
松

本
家
文
書
一
九
号
）。

（
17
）	

茶
は
永
享
九
年
二
月
二
七
日　

彦
左
衛
門
茶
園
売
渡
状
（
中
原
家
文
書
五
号
）、

小
麦
は
応
永
三
〇
年
五
月
二
五
日　

耳
打
七
郎
太
郎
畠
地
・
荒
野
相
博
状
（
中
原

家
文
書
二
号
）、
小
豆
は
天
文
三
年
一
一
月
一
二
日　

弾
正
等
山
野
売
渡
状
（
湯

川
家
文
書
五
号
）
な
ど
に
み
え
る
。

（
18
）	

野
本
寛
一
『
熊
野
山
海
民
俗
考
』（
前
掲
）。

（
19
）	

正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
に
熊
野
下
湯
川
で
暗
渠
が
掘
ら
れ
た
の
が
早
い
事
例
で

あ
る
。
太
田
川
の
中
里
用
水
路
に
は
手
掘
り
の
ト
ン
ネ
ル
（
暗
渠
）
が
あ
り
、
原

見
清
兵
衛
に
よ
っ
て
元
禄
一
六
年
（
一
七
〇
三
）
に
工
事
が
着
工
さ
れ
、
宝
永
五

年（
一
七
〇
八
）に
完
成
し
た
と
い
う（『
那
智
勝
浦
町
史
』上
巻
、一
九
八
〇
年
）。

ま
た
、
日
置
川
の
安
居
村
暗
渠
は
、
鈴
木
七
右
衛
門
重
秋
に
よ
っ
て
寛
政
一
一
年

（
一
七
九
九
）
に
着
工
、
文
化
一
一
年
（
一
八
〇
五
）
に
完
成
し
た
と
伝
え
ら
れ

る
（『
日
置
川
町
文
化
財
シ
リ
ー
ズ
そ
の
９　

日
置
川
町
人
物
小
伝
（
２
）　

鈴
木

七
右
衛
門
重
秋
』
日
置
川
町
教
育
委
員
会
、
一
九
九
二
年
）。
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（
20
）	
大
永
九
年
三
月
一
〇
日　

た
ま
明
用
地
売
渡
状
案
（
和
田
家
文
書
五
号
）、
応
永

三
〇
年
五
月
二
五
日　

耳
打
七
郎
太
郎
畠
地
・
荒
野
相
博
状（
中
原
家
文
書
二
号
）、

永
享
七
年
四
月
一
六
日　

和
気
六
郎
太
郎
畠
地
売
渡
状
（
中
原
家
文
書
四
号
）、

永
正
四
年
一
〇
月
二
八
日　

大
野
西
垣
内
借
屋
二
郎
畠
地
売
渡
状
（
中
原
家
文
書

一
五
号
）、
大
永
八
年
三
月
二
〇
日　

耳
打
下
浦
三
郎
売
渡
状
案
（
中
原
家
文
書

二
五
号
）、
耳
打
九
郎
左
衛
門
山
地
売
渡
状
（
中
原
家
文
書
二
六
号
）、
天
正
一
四

年
二
月
吉
日　

き
り
は
た
さ
ら
や
田
地
売
渡
状
（
中
原
家
文
書
二
八
号
）、
文
明

一
六
年
正
月
吉
日　

田
代
五
郎
八
郎
田
地
売
渡
状
（
松
本
家
文
書
五
号
）
な
ど
。

た
だ
し
、
あ
く
ま
で
も
売
買
の
対
象
と
な
っ
た
土
地
と
い
う
点
に
は
注
意
を
し
て

お
き
た
い
。

（
21
）	

文
明
一
九
年
一
一
月
一
〇
日　

中
原
九
郎
左
衛
門
田
地
譲
状
（
中
原
家
文
書
九

号
）、
大
永
四
年
三
月
一
三
日
付　

中
た
ち
迫
弾
正
田
地
売
渡
状
（
中
原
家
文
書

二
三
号
）
な
ど
。

（
22
）	

明
徳
元
年
十
二
月
十
三
日　

み
さ
の
し
や
う
け
ん
屋
敷
売
渡
状
（
熊
野
本
宮
大
社

文
書
、『
本
宮
町
史
』
五
南
北
朝
時
代
─
一
六
二
号
）。

（
23
）	

そ
の
ほ
か
、
小
中
範
高
の
屋
敷
も
東
は
竹
坊
屋
敷
、
南
は
ス
ミ
殿
の
屋
敷
道
師
メ

ン
、
北
と
西
は
道
が
境
で
あ
っ
た
（
応
永
三
〇
年
一
二
月
六
日　

小
中
範
高
屋
敷

等
処
分
状
、『
本
宮
町
史
』
六
室
町
時
代
─
九
六
号
）。

（
24
）	

大
永
二
年
一
一
月
一
五
日　

坂
本
原
惣
中
田
地
売
渡
状
（
中
原
家
文
書
二
〇
号
）

な
ど
。

（
25
）	

文
明
一
六
年
正
月
吉
日　

田
代
五
郎
八
郎
田
地
売
渡
状
（
松
本
家
文
書
五
号
）
な

ど
。

（
26
）	

享
禄
三
年
七
月
一
一
日　

某
山
野
買
得
状
（
湯
川
家
文
書
四
号
）、
天
正
一
四
年

七
月
吉
日　

耳
内
惣
中
さ
い
や
売
渡
状
案
（
中
原
家
文
書
二
九
号
）
な
ど
。
そ
の

ほ
か
買
主
の
判
を
据
え
た
売
券
も
あ
る
（
永
正
一
七
年
一
一
月
一
五
日　

弥
五
郎

田
地
売
渡
状
（
中
原
家
文
書
一
六
号
）、
大
永
二
年
一
一
月
一
五
日　

坂
本
原
惣

中
田
地
売
渡
状
（
中
原
家
文
書
二
〇
号
）、
永
正
九
年
一
一
月
七
日　

九
鬼
五
郎

太
郎
畠
地
売
渡
状
（
松
本
家
文
書
一
一
号
）
な
ど
）。

（
27
）	

桐
原
の
廻
船
衆
に
つ
い
て
は
、
文
亀
三
年
一
一
月
二
五
日　

山
在
の
か
う
や
売
渡

状
（
勢
古
家
文
書
、『
本
宮
町
史
』
七
戦
国
時
代
─
六
〇
号
）。「
小
舟
河
合
廻
舟
衆
」

に
関
し
て
は
、
入
鹿
八
幡
宮
の
棟
札
に
見
え
る
（
伊
藤
裕
偉
「
棟
札
資
料
論
─
紀

伊
国
牟
婁
郡
入
鹿
八
幡
宮
と
地
域
社
会
の
変
遷
─
」『
三
重
県
史
研
究
』
三
五
号
、

二
〇
二
〇
年
）。
和
歌
山
県
立
博
物
館
編
・
発
行
『
戦
乱
の
な
か
の
熊
野
─
紀
南

の
武
士
と
城
館
─
』（
二
〇
二
〇
年
）
も
参
照
。

（
28
）	

永
正
九
年
四
月
一
日　

衆
徒
料
足
借
用
状
（
松
本
家
文
書
一
〇
号
）。
な
お
、
桐

原
の
連
署
衆
中
も
登
場
す
る
が
、
鬼
城
氏
か
ら
借
銭
を
し
て
い
る
（
文
明
一
五
年

一
一
月
二
〇
日　

桐
原
連
署
衆
中
借
用
状
案
（
松
本
家
文
書
四
号
））。

（
29
）	

日
置
川
流
域
の
史
料
に
つ
い
て
は
、『
熊
野
水
軍
小
山
家
文
書
の
総
合
的
研
究
』（
前

掲
）
に
所
収
。
以
下
に
お
い
て
は
、
久
木
小
山
家
文
書
・
西
向
小
山
家
文
書
を
引

用
す
る
場
合
は
同
書
よ
り
引
用
し
、
文
書
群
名
・
文
書
番
号
名
を
記
す
。

（
30
）	

天
文
一
八
年
一
二
月
一
八
日　

三
須
和
神
社
棟
札
（『
日
置
川
町
史
』
第
一
巻
、

日
置
川
町
、
二
〇
〇
五
年
、
第
Ⅱ
部
第
一
章
文
献
史
料　

四
銘
文　
（
一
）
棟
札

銘　

四
号
）。

（
31
）	

年
月
日
未
詳　

田
畠
之
日
記
・
か
い
と
ま
日
記
（
西
向
小
山
家
文
書
二
二
号
）。

文
書
の
腐
朽
・
汚
損
等
が
多
く
、
順
序
な
ど
も
整
っ
て
い
な
い
史
料
で
あ
る
が
、

本
文
中
に
永
正
一
一
年
（
一
五
一
四
）、
天
文
一
七
年
（
一
五
四
八
）
の
年
記
が

み
ら
れ
る
。

（
32
）	

年
月
日
未
詳　

米
・
豆
・
雑
穀
等
貸
借
日
記
（
久
木
小
山
家
文
書
一
〇
五
号
）、

年
月
日
未
詳　

米
斗
代
書
上
帳
（
久
木
小
山
家
文
書
一
〇
六
号
）
な
ど
。

（
33
）	

文
亀
四
年
三
月
日　

小
谷
左
衛
門
五
郎
下
地
売
券
（
久
木
小
山
家
文
書
一
四
号
）

な
ど
。

（
34
）	

永
正
一
二
年
二
月
三
日　

某
畠
地
相
博
状
（
久
木
小
山
家
文
書
一
七
号
）
な
ど
。

（
35
）	
天
正
二
年
二
月
吉
日　

向
出
原
ほ
う
ろ
く
田
畠
売
券
案
（
久
木
小
山
家
文
書
七
一

号
）
な
ど
。
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（
36
）	

天
正
一
一
年
一
〇
月
吉
日　

八
郎
佐
衛
門
田
地
売
券（
久
木
小
山
家
文
書
七
九
号
）。

（
37
）	

年
未
詳
一
〇
月
二
四
日　

チ
ク
シ
ハ
請
取
状
（
久
木
小
山
家
文
書
三
七
号
）。

（
38
）	

薗
部
寿
樹
『
日
本
中
世
村
落
文
書
の
研
究
』（
小
さ
子
社
、
二
〇
一
八
年
）。

（
39
）	

和
歌
山
県
立
博
物
館
編
・
発
行
『
熊
野
・
那
智
山
の
歴
史
と
文
化
─
那
智
大
滝
と

信
仰
の
か
た
ち
─
』（
二
〇
〇
六
年
）。

（
40
）	

和
歌
山
県
立
博
物
館
編
・
発
行
『
熊
野
・
那
智
山
の
歴
史
と
文
化
』（
前
掲
）。

（
41
）	

応
永
二
一
年
六
月
三
日　

旦
那
売
券
（
米
良
文
書
一
六
〇
号
、『
熊
野
那
智
大
社

文
書
』
第
一
巻
）。

（
42
）	

嘉
吉
二
年
四
月
一
〇
日　

借
銭
状（
米
良
文
書
二
六
三
号
、『
熊
野
那
智
大
社
文
書
』

第
一
巻
）。

（
43
）	

享
徳
四
年
五
月
一
五
日　

旦
那
売
券
（
米
良
文
書
三
三
九
号
、『
熊
野
那
智
大
社

文
書
』
第
一
巻
）。

（
44
）	

文
安
四
年
一
二
月
一
五
日　

旦
那
売
券
（
米
良
文
書
二
八
九
号
、『
熊
野
那
智
大

社
文
書
』
第
一
巻
）。

（
45
）	

応
永
二
三
年
四
月
二
日　

旦
那
引
相
論
和
与
状
（
潮
崎
稜
威
主
文
書
三
四
・
三
五

号
、『
熊
野
那
智
大
社
文
書
』
第
三
巻
）。

（
46
）	

嘉
慶
三
年
三
月
一
二
日　

旦
那
売
券（
米
良
文
書
六
九
号
、『
熊
野
那
智
大
社
文
書
』

第
一
巻
）。

（
47
）	

天
文
一
二
年
四
月
三
日　

旦
那
売
券
（
米
良
文
書
八
七
八
号
、『
熊
野
那
智
大
社

文
書
』
第
三
巻
）。

（
48
）	

色
川
文
書
に
つ
い
て
は
、『
熊
野
水
軍
小
山
家
文
書
の
総
合
的
研
究
』（
前
掲
）
に

掲
載
。
以
下
に
お
い
て
は
、
色
川
文
書
の
引
用
は
同
書
よ
り
引
用
し
、
文
書
群
名
・

文
書
番
号
名
を
記
す
。

（
49
）	

年
未
詳
三
月
一
四
日　

後
醍
醐
天
皇
綸
旨
（
色
川
文
書
一
号
）。

（
50
）	

延
元
元
年
七
月
日　

平
盛
氏
軍
忠
状
（
色
川
文
書
七
号
）。
色
川
氏
の
活
動
に
つ

い
て
は
、『
熊
野
水
軍
小
山
家
文
書
の
総
合
的
研
究
』（
前
掲
）
の
ほ
か
、
高
橋
修

『
中
世
水
軍
領
主
論
』（
前
掲
）
も
参
照
。

（
51
）	

康
正
元
年
八
月
六
日　

忠
義
王
奉
書
（
色
川
文
書
三
号
）。

（
52
）	

拙
稿
「
戦
国
・
織
豊
期
の
熊
野
の
武
士
に
関
す
る
新
史
料
─
新
出
色
川
文
書
の
紹

介　

附 

堀
内
氏
善
書
状
─
」（『
和
歌
山
地
方
史
研
究
』
八
四
号
、
二
〇
二
二
年
）。

（
53
）	

永
享
二
年
三
月
二
日　

紛
失
状
（
米
良
文
書
二
二
四
号
、『
熊
野
那
智
大
社
文
書
』

第
一
巻
）。
色
川
三
十
郎
は
織
豊
期
の
人
物
で
あ
る
（
拙
稿
「
戦
国
・
織
豊
期
の

熊
野
の
武
士
に
関
す
る
新
史
料
」（
前
掲
）、佐
藤
純
一「
色
川
三
九
郎
屋
敷
考
」『
和

歌
山
城
郭
研
究
』
二
二
号
、
二
〇
二
三
年
）。

（
54
）	

北
野
隆
亮
・
佐
藤
純
一
「
熊
野
水
軍
色
川
氏
関
連
の
中
世
考
古
資
料
─
那
智
勝
浦

町
大
野
出
土
の
中
国
製
青
磁
碗
と
山
茶
碗
─
」（『
和
歌
山
地
方
史
研
究
』八
四
号
、

二
〇
二
二
年
）。

（
55
）	

山
本
新
平
「
色
川
の
集
落
景
観
と
荒
木
家
住
宅
に
つ
い
て
」（『
和
歌
山
地
方
史
研

究
』
八
〇
号
、
二
〇
二
〇
年
）。

（
56
）	

大
般
若
経
・
経
櫃
、
翁
面
、
黒
色
尉
面
、
龍
頭
は
、
い
ず
れ
も
『
熊
野
・
那
智
山

の
歴
史
と
文
化
』（
前
掲
）
に
掲
載
。

（
57
）	

元
和
二
年
一
二
月
一
二
日　

浅
野
忠
吉
寺
山
定
書
（
米
良
文
書
一
一
三
九
、『
熊

野
那
智
大
社
文
書
』
三
巻
）。

（
58
）	

元
和
二
年
一
二
月
一
四
日　

浅
野
氏
奉
行
衆
書
状
（
米
良
文
書
一
一
四
〇
号
、『
熊

野
那
智
大
社
文
書
』
三
巻
）。

（
59
）	

元
和
二
年
一
二
月
一
四
日　

浅
野
氏
検
使
衆
書
状
（
米
良
文
書
一
一
四
一
号
、『
熊

野
那
智
大
社
文
書
』
三
巻
）。

（
60
）	

江
戸
時
代
の
黒
尾
山
を
め
ぐ
る
争
い
を
た
ど
る
と
、
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
口

色
川
は
那
智
山
に
黒
尾
山
を
銀
一
二
三
匁
で
売
り
渡
す（
但
し
、木
の
実
は
除
く
）。

寛
永
一
七
年
（
一
六
四
〇
）
他
郷
の
人
（
井
関
・
川
関
の
人
な
ど
）
を
山
に
入
れ

て
材
木
を
取
っ
た
こ
と
で
問
題
が
発
生
し
、
元
禄
一
一
年
（
一
六
九
八
）
那
智
山

と
口
色
川
と
で
黒
尾
山
を
め
ぐ
っ
て
和
与
。
東
西
で
分
割
し
、
東
は
那
智
山
の
支

配
、
西
は
口
色
川
が
炭
山
と
す
る
こ
と
で
合
意
し
、
一
〇
年
以
後
は
栃
・
樫
は
口

色
川
村
が
管
理
、
雑
木
は
那
智
山
が
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
明
治
時
代
に
も
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争
い
が
起
こ
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
『
紀
伊
色
川
村
誌
』（
和
歌
山
県
東
牟

婁
郡
色
川
村
、
一
九
三
六
年
）
が
詳
し
い
。

（
61
）	
山
本
陽
子
「
切
目
王
子
小
考
─
熊
野
曼
荼
羅
か
ら
一
本
ダ
タ
ラ
ま
で
」（『
明
星
大

学
研
究
紀
要　

日
本
文
化
学
部
・
造
形
芸
術
学
科
』
一
二
号
、
二
〇
〇
四
年
）、

同
「
切
目
王
子
信
仰
と
そ
の
変
容
」（『
明
星
大
学
全
学
共
通
教
育　

研
究
紀
要
』

二
号
、
二
〇
二
〇
年
）。

（
62
）	

入
鹿
荘
の
一
族
山
は
、「
荘
中
に
入
鹿
一
族
山
と
い
ふ
九
箇
村
持
合
の
大
山
あ
り

て
、
氏
神
（
入
鹿
八
幡
宮
）・
氏
寺
（
慈
雲
寺
）
の
修
覆
造
営
の
料
に
当
て
た
り
」

（『
紀
伊
続
風
土
記
』）
と
あ
る
共
有
山
で
、
江
戸
時
代
に
は
入
鹿
九
か
村
（
庄
屋
）

に
よ
っ
て
共
同
管
理
し
、
筋
目
の
家
は
一
族
山
か
ら
の
収
益
徴
収
権
を
有
し
て
い

た
と
い
う
（
伊
藤
裕
偉
「
熊
野
・
入
鹿
一
族
と
「
中
世
」
の
継
承
・
変
容
～
元
禄

五
年
入
鹿
八
幡
宮
遷
宮
を
め
ぐ
る
争
論
か
ら
～
」（『
ふ
び
と
』
七
三
号
、

二
〇
二
二
年
）。

（
63
）	

拙
稿
「
中
世
後
期
に
お
け
る
新
宮
の
社
家
組
織
と
諸
勢
力
」（
新
宮
市
教
育
委
員

会
編
『
新
宮
下
本
町
遺
跡
総
合
調
査
報
告
書
』
新
宮
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
二
二

年
）、
拙
稿
「
中
世
後
期
熊
野
那
智
山
膝
下
の
地
域
構
造
」（
前
掲
）。


